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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

お問合わせ先 

TEL 03-5219-5947 

（受付時間 営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

 

 
◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2022年６月30日～2044年６月15日 

運 用 方 針 

主に「フランクリン・テンプルトン・アメリ
カ地方債マザーファンド」受益証券への投資
を通じて、主に米国地方債に投資を行うこと
により、安定した収益の確保と信託財産の中
長期的成長を目指します。 

主要運用対象 

当ファンド 

「フランクリン・テンプルト
ン・アメリカ地方債マザー
ファンド」受益証券を主要投
資対象とします。 

フランクリン・ 
テンプルトン・ 
アメリカ地方債 
マザーファンド 

主に米国地方債を主要投資
対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 

フランクリン・テンプルト
ン・アメリカ地方債マザー
ファンド受益証券の組入比
率は、原則として高位を維持
します。 
株式への実質投資割合は、信
託財産の純資産総額の10％
以内とします。 
外貨建資産への実質投資割
合には、制限を設けません。 
実質組入外貨建資産につい
ては、原則として為替ヘッジ
により為替変動リスクの低
減を目指します。 

フランクリン・ 
テンプルトン・ 
アメリカ地方債 
マザーファンド 

外貨建資産については、原則
として為替ヘッジを行いま
せん。 
株式への投資割合は、信託財
産の純資産総額の10％以内
とします。 
外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
決算時（毎年６月15日、休業日の場合は翌営
業日）に、基準価額水準等を勘案して収益の
分配を行います。 

 
 

 
 

運用報告書（全体版) 

 

第３期 決算日 2025年６月16日 
 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債

ファンド（為替ヘッジあり）」は、2025年６月16日に第

３期の決算を行いましたので、期中の運用状況と収益

分配金をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2022年６月30日 10,000 － － － － 381 

１期(2023年６月15日) 9,422 0 △5.8 95.8 － 2,241 

２期(2024年６月17日) 9,313 0 △1.2 96.4 － 3,617 

３期(2025年６月16日) 8,986 0 △3.5 97.9 － 2,786 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年６月17日 9,313 － 96.4 － 

６月末 9,239 △0.8 100.4 － 

７月末 9,307 △0.1 92.0 － 

８月末 9,447 1.4 91.9 － 

９月末 9,506 2.1 95.7 － 

10月末 9,174 △1.5 98.3 － 

11月末 9,233 △0.9 95.5 － 

12月末 8,983 △3.5 100.7 － 

2025年１月末 9,051 △2.8 95.7 － 

２月末 9,195 △1.3 95.4 － 

３月末 9,125 △2.0 98.0 － 

４月末 9,103 △2.3 96.0 － 

５月末 8,949 △3.9 97.3 － 

(期  末)     

2025年６月16日 8,986 △3.5 97.9 － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2024年６月18日～2025年６月16日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年６月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）は、マイナスとなりました。 

公社債利金を手堅く確保したものの、公社債損益や為替関連の損益がマイナスとなりました。 
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 投資環境 (2024年６月18日～2025年６月16日)
 

当期の米国債券市場は、利回りが若干上昇

（価格は下落）しました。 

期の前半は、2024年９月の米連邦公開市場

委員会（FOMC）に向けて大幅な利下げ観測が

高まったため、利回りは低下（価格は上昇）

しました。FOMCでは市場予想通り大幅な利下

げが決定されたものの、パウエル米連邦準備

制度理事会（FRB）議長の発言が想定よりもタ

カ派寄りであったとの見方もあり、FOMC後に

は利回りが上昇に転じました。 

期の半ばは、トランプ氏が米大統領選挙で

勝利すると、経済政策の転換が財政赤字拡大やインフレ高進につながるとの見方が強まり、利回り

は上昇しました。また、12月のFOMCでは大方の予想通り利下げが実施されたものの、政策金利の見

通しで2025年に見込む利下げ回数の減少が示され、当局者らが金融緩和ペースを巡り慎重な姿勢を

強めていることが示唆されると、利回りは一段と上昇しました。 

期の後半は、トランプ米大統領が全ての輸入品に一律10％の基本関税を課した上で、更に相互関

税を上乗せすると発表したことから、貿易戦争や世界的な景気後退を巡る懸念が強まったため、利

回りは低下しました。しかし、その後は米中による相互関税の一時的な引き下げ合意などを受け、

国債などの安全資産からリスク資産へ資金がシフトしたため、利回りは上昇に転じました。 

 

こうした環境下、当ファンドが主要投資対象とする米国地方債の利回りも上昇しました。 

 

 当ファンドのポートフォリオ (2024年６月18日～2025年６月16日)
 

当ファンドは、主に「フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンド」受益証券

への投資を通じて、主に米国地方債に投資を行うことにより、安定した収益の確保と信託財産の中

長期的成長を目指して運用に努めてまいりました。実質組入外貨建資産については、原則として対

円での為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を目指しました。 

マザーファンドにおいては、高いインカムゲインの獲得を目指し、主に各銘柄の信用リスクや、

相対価値の魅力度に着目してポートフォリオを構築してまいりました。また、原則として、取得時

においてＳ＆Ｐ、ムーディーズ、フィッチ・レーティングスのうち１社以上の格付機関から投資適

格（BBB-/Baa3）以上の格付けが付与された、あるいはこれに相当する信用力をもつと運用者が判

断する公社債を主要な投資対象としました。   
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 分配金 (2024年６月18日～2025年６月16日)
 

分配金につきましては、基準価額動向や保有債券の利子収入等を勘案し、以下の通りとさせてい

ただきました。なお、収益分配に充当しなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の

基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2024年６月18日～ 
2025年６月16日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 885   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、主に「フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンド」受益証券

への投資を通じて、主に米国地方債に投資を行うことにより、安定した収益の確保と信託財産の中

長期的成長を目指します。今後も引き続き、高いインカムゲインの獲得を目指し、主に各銘柄の信

用リスクや、相対価値の魅力度に着目して、運用に注力していく所存です。なお、実質組入外貨建

資産については、原則として対円での為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年６月18日～2025年６月16日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 83  0.905  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (40)  (0.439)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (40)  (0.439)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 4   0.046   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.008)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.011)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） ( 2)  (0.017)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 （ 業 務 委 託 等 費 用 ） ( 1)  (0.010)  計理及びこれに付随する業務の委託等の費用 

 合 計 87   0.951    

期中の平均基準価額は、9,192円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.96％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年６月18日～2025年６月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンド 1,338,862 1,578,576 1,910,913 2,289,892 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年６月18日～2025年６月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2024年６月18日～2025年６月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年６月18日～2025年６月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年６月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンド 3,008,528 2,436,477 2,795,127 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年６月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンド 2,795,127 99.5 

コール・ローン等、その他 14,880 0.5 

投資信託財産総額 2,810,007 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（32,232,558千円）の投資信託

財産総額（32,589,282千円）に対する比率は98.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、６月16日における邦貨換算レー

トは1米ドル=144.42円です。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年６月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,605,278,656   

 フランクリン・テンプルトン・アメリカ地方債マザーファンド(評価額) 2,795,127,224   

 未収入金 2,810,151,432   

(B) 負債 2,818,944,791   

 未払金 2,795,270,784   

 未払解約金 9,534,901   

 未払信託報酬 13,446,708   

 その他未払費用 692,398   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,786,333,865   

 元本 3,100,810,093   

 次期繰越損益金 △  314,476,228   

(D) 受益権総口数 3,100,810,093口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,986円 
 
＜注記事項＞ 

（注） 元本の状況 

期首元本額 3,884,207,939円

期中追加設定元本額 1,034,795,738円

期中一部解約元本額 1,818,193,584円

期末における１口当たりの純資産額は0.8986円です。 

（注） 元本の欠損 

純資産総額が元本額を下回っており、その差額は314,476,228円

であります。 

○損益の状況 (2024年６月18日～2025年６月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 69,189,488   

 売買益 689,685,994   

 売買損 △758,875,482   

(B) 信託報酬等 △ 31,395,163   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △100,584,651   

(D) 前期繰越損益金 △ 23,741,720   

(E) 追加信託差損益金 △190,149,857   

 (配当等相当額) (   65,660,661)  

 (売買損益相当額) (△255,810,518)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △314,476,228   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △314,476,228   

 追加信託差損益金 △190,149,857   

 (配当等相当額) (   69,048,589)  

 (売買損益相当額) (△259,198,446)  

 分配準備積立金 205,538,049   

 繰越損益金 △329,864,420   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託する

ために要する費用として、委託者報酬のうち販売会社へ支払う

手数料を除いた額の100分の96相当額を支払っております。  
＜分配金の計算過程＞ 

決     算     期 当     期 
(A）配 当 等 収 益(費用控除後) 109,378,630円 
(B）有 価 証 券 売 買 等 損 益 

(費用控除後、繰越欠損金補填後) 
0 

(C）収 益 調 整 金 69,048,589 
(D）分 配 準 備 積 立 金 96,159,419 
分 配 対 象 収 益 額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 274,586,638 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 対 象 額) (        885) 
収 益 分 配 金 0 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 金) (          0) 
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＜お知らせ＞ 

 

＜主な約款変更に関するお知らせ＞ 

 

2023年11月の「投資信託及び投資法人に関する法律」（以下、「投信法」）の一部改正に伴い、投信法第14条第

１項に規定する事項を記載した書面（運用報告書（全体版））に記載すべき事項を電磁的方法により提供でき

るよう、投資信託約款に所要の変更を行いました。 

デジタル化推進のもと、今回の投信法及び関連規則等の改正により、交付運用報告書については書面交付を原

則としていた規定が変更されております。 

（変更日：2025年４月１日） 
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